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１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・ 通年 

３ 対象及び参加人数 

 ・不登校・不登校傾向にある生徒 

４ 取組の概要 

 ・校内で対策委員会の設置、早急な対応策や対応方針の協議、全教職員が共通認識に基づいた

指導 

５ 成果や課題 

 ○対策委員会として、対応や指導方針等を協議し、学校全体で取り組むことができた。 

○連携が必要な関係機関等について協議し、適切な情報提供を行うとともに、関係機関から受

けた助言等を速やかに共有することができた。 

○学級担任が問題を一人で抱え込まず、学校全体の課題として対応することができた。 

 ○当該生徒についての引継ぎ資料として「生徒理解・教育支援シート」活用し、必要な情報を

関係機関と共有することができた。 

不登校生徒対策委員会  

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

紋別市立紋別小学校 
学級数：16学級 

児童数：327名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・10月22日（土） 

３ 対象及び参加人数 

 ・児童会役員３名 

４ 取組の概要 

 ・紋別市で行われた会議に児童会役員３名が参加、小・中・高等学校の児童生徒といじめにつ 

いて意見交換の実施、いじめについて考えさせる機会の設定 

５ 成果や課題 

 ○いじめは、認められない行為であることを、児童が改めて理解することができた。 

●今後、児童会活動の中で、いじめの未然防止に向けた活動の充実を図る必要がある。 

 

どさんこ☆子ども全道サミット及びどさんこ☆子どもオホーツク地区会議 
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１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・11月16日（水） 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童327、保護者100名 

４ 取組の概要 

 ・不登校やいじめの未然防止に向けた活動として、児童会が中心となり、校内の装飾やお店づ 

くりについて学級・学年単位で話合い・計画・実施 

５ 成果や課題 

 ○紋小まつりの実施に向けて、意見を交流し合い、活動することを通して、互いに認め合い、

協力する意識が高まった。 

○養護学校の児童や保護者との関わりを通して、社会の中で生きる実践的な力を獲得すること

ができた。 

 

紋小まつり 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

紋別市立潮見小学校 
学級数：17学級 

児童数：397名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・４月～３月 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童397名 

４ 取組の概要 

 ・どさんこ☆子どもオホーツク地区会議への参加 

・児童会目標「情熱あふれる笑顔で協力して元気にやりとげる潮見っ子」の実現に向けた児童

会書記局・代表委員会企画による全校イベントの企画・実施 

・放送委員会の企画による学校のルールクイズの実施 

５ 成果や課題 

 ○児童会による４月の挨拶運動に始まり、各委員会や児童会企画によるイベントの実施などに 

より、仲よく生活しようという雰囲気の醸成に役立てることができた。 

 

 

 

どさんこ☆子どもオホーツク地区会議への参加と事後のイベントの企画 
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１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・４月～３月 

３ 対象及び参加人数 

 ・紋別市教育委員会、紋別市児童家庭課 10名 

４ 取組の概要 

 ・事案についての情報交流と今後の方針についてのケース会議の開催 

５ 成果や課題 

 ○他機関との情報交換により、事案解決に向けた糸口を見出すことができた。 

 ●関係機関と連携を図り、事案解決に向けて、どのような手立てで対応するのかを明確にする 

必要がある。 

不登校児童のケース会議の実施と継続的な家庭訪問と関係機関への資料提供 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

紋別市立南丘小学校 
学級数：９学級 

児童数：129名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・10月～12月 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童129名 

４ 取組の概要 

 ・全校朝会において、児童会三役が挨拶運動を行うことの意義について説明 

 ・児童がいじめについて自ら考えたり行動したりする取組の充実 

５ 成果や課題 

 ○学級の指導と児童会による思いやりの心を育てる取組の相乗効果により、児童がいじめの問 

題について自ら考えたり、行動したりするようになった。 

 

 

 

児童会の取組の充実 

 

 

 

 

 



【様式１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・10月～12月 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童129名 

４ 取組の概要 

 ・保護者に家庭での読書運動を推奨し、読書を通じて子どもが感じたり考えたりしたことに耳 

  を傾け、話し合うなど、親子の会話を増やす契機とするための呼び掛けの実施 

 ・伝え合う力の育成を目指した取組の充実 

５ 成果や課題 

 ○児童のコミュニケーション能力の向上を図ることができた。 

 

家族における対話や家族の触れ合いの充実 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

紋別市立上渚滑小学校 
学級数：３学級 

児童数：12名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・通年 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童12名 

４ 取組の概要 

 ・担当となる学年や縦割り班が遊ぶ内容を決め、中休みや昼休みに全校児童で遊ぶ機会の設定 

５ 成果や課題 

 ○体を動かすことで、児童の健康の保持・増進を図ることができた。 

 ○学年の枠を越えて交流することで、高学年児童は低学年児童への思いやりの心をもち、低学

年児童は高学年児童から学ぶことができた。 

○高学年児童が低学年児童を遊びに誘うなど、自ら考えて行動することができるようになった。 

●遊びの内容が固定化しないように、取組の工夫・改善を図る必要がある。 

 

全校遊び 

 

 

 

 

 



【様式１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

紋別市立元紋別小学校 
学級数：２学級 

児童数：３名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・10月11日（火）～11月30日（水） 

３ 対象及び参加人数 

 ・近隣３校の小学校及び本校児童 

４ 取組の概要 

 ・11月2日の4校合同学習に向けて、異文化理解を重視する指導 

 ・2校合同の学芸会の実施に向けた児童同士の交流 

 ・学年の発達の段階に応じて、物事の感じ方や考え方の違いを大切にした指導 

５ 成果や課題 

 ○年間2回の4校合同学習を通して、児童の交流を深めることができた。 

  

 

 

自他のよさに気付き、互いに交流を促進しようとする意識の向上 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・10月11日（火）～11月30日（水） 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童3名 

４ 取組の概要 

 ・児童一人一人を尊重し、他の児童とのよりよい関わり方についての指導 

５ 成果や課題 

 ○不登校の未然防止に向けて、児童一人一人に寄り添った指導を行ったことにより、児童は安 

心して学校生活を送ることができた。 

 

 

 

不登校の未然防止に向けた一人一人に寄り添った指導 

 

 

 



【様式１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

紋別市立小向小学校 
学級数：２学級 

児童数：６名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・10月21日（金） 

３ 対象及び参加人数 

 ・児童、保護者、地域住民 

４ 取組の概要 

 ・地域住民の指導を受け、栽培した野菜などの調理と地域住民への提供 

５ 成果や課題 

 ○児童一人一人が地域住民と接し、多くのことを学んだことにより、児童に感謝の気持ちをも

たせるとともに、豊かな心を育むことができた。 

 ○地域住民による学校への関心が高まり、日常的に児童を見守る体制を整備することができた。 

 ●地域の老人クラブの高齢化に伴い、地域と連携を図った組織体制を整備する必要がある。 

 

収穫祭 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

紋別市立紋別中学校 
学級数：11学級 

生徒数：267名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・10月～11月 

３ 対象及び参加人数 

 ・生徒10～15名、教師５～６名（日替わり） 

４ 取組の概要 

 ・生徒会役員及び生活専門委員会が中心となり、登校時に生徒玄関前であいさつ運動を実施 

５ 成果や課題 

 ○あいさつ運動を継続して行うことにより、普段から教員や来客者に対し、自然に挨拶をする

ことができるようになった。 

○異学年生徒との交流を通して、気軽に話や相談ができるようになった。 

 

 

 

生徒会及び教員による朝のあいさつ運動 
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１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・年間通して 

３ 対象及び参加人数 

 ・当該生徒 

４ 取組の概要 

 ・不登校生徒の登校復帰に向けて相談室等の開放、教員による個別の対応 

・希望する生徒を対象としてスクールカウンセラーによるカウンセリングの実施 

・教育委員会と連携を図り、適応指導教室への登校の呼び掛け 

５ 成果や課題 

 ○相談室を活用することにより、生徒の登校を促すことができた。 

 ○カウンセリングを実施したことにより、生徒の登校日を増やすことができた。 

 

不登校生徒の居場所づくりのための取組 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

紋別市立潮見中学校 
学級数：９学級 

児童数：215名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・10月３日（月）～11月30日（水） 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校生徒215名 

４ 取組の概要 

・道徳の時間及び学級活動等の指導計画に基づき、いじめに関する問題を取り上げ、なぜ許さ 

れないかを考えさせる機会の設定 

・いじめの問題への対応に向けて、学年に所属する全ての教員が指導に関わる体制の整備  

５ 成果や課題 

○いじめの早期発見につながり、人間関係によるトラブル等を減少させることができた。 

 

 

学級活動、道徳での指導 
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１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・通年 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校生徒215名 

４ 取組の概要 

 ・「私たちの道徳」を活用した授業を保護者に公開 

・学校便りや学年・学級懇談会で、家庭における「私たちの道徳」を活用した親子で触れ合う 

機会の推奨、生徒のコミュニケーション能力の基盤となる家庭における対話の重視 

５ 成果や課題 

 ○家庭と学校とが連携を図ることによって、生徒が安心感をもち、取組の充実を図ることがで 

きた。 

 

 

 

「私たちの道徳」を活用した家庭における対話や親子のふれあいの充実。 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

紋別市立渚滑中学校 
学級数：５学級 

生徒数：22名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・通年 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校生徒22名 

４ 取組の概要 

 ・他学年の生徒とレクリエーションや一緒に食事をする等の交流を行い、学校の一員としての

自覚や団結力を高める取組の実施 

５ 成果や課題 

 ○いじめをしないという決意を全校で確認し、学年の 

枠を越えて交流を深めたことにより、より親密な人 

間関係を築き、いじめの未然防止に役立てることが 

できた。 

 ○普段の生活では交流の少ない生徒同士が一緒に活動 

し、コミュニケーションを図ったことにより、生徒 

の人間関係に関する不安を軽減することができた。 

 ●朝や昼休み等、短時間の活動となるため、時間の確 

保等、取組の工夫・改善を図る必要がある。 

 

生徒会主催による全校レクリエーション及び全校給食の取組 

 

 

 

 

 



【様式１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｓ 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・通年 

３ 対象及び参加人数 

 ・不登校生徒、学年部会 

４ 取組の概要 

 ・生徒の状況に合わせた学習環境の整備 

・福祉課及び家庭と連携を図った生徒の居場所づくり 

５ 成果や課題 

 ○福祉課が家庭と連携を図り、相談・支援等を行ったことにより、状況の改善を図ることがで 

きた。 

関係機関との連携を図った不登校生徒及び家庭への支援 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

紋別市立上渚滑中学校 
学級数：３学級 

生徒数：12名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・11月14日（月）～11月30日（水） 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校生徒12名 

４ 取組の概要 

 ・積極的に気持ちのよい挨拶ができる学校を目指した挨拶運動の実施 

５ 成果や課題 

 ○相手によい印象を与える挨拶ができるようになった。 

 ○挨拶を通して、相手の状況に対して配慮することができるようになった。 

 

 

 

生徒会活動 
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１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・11月14日（月）～11月18日（水） 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校生徒12名 

４ 取組の概要 

 ・子ども理解支援ツール「ほっと」2014を活用した教育相談期間を設定 

５ 成果や課題 

 ○生徒への効果的な言葉掛けに役立てることができた。 

 ○関係機関との連携を図った取組に向けて、資料の一つとして活用することができた。 

 

子ども理解支援ツール「ほっと」2014 の活用 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

北見市教育委員会 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・生徒指導担当教諭連絡協議会：毎月１回開催（年間12回） 

 ・いじめのないまちづくり 子ども会議：冬季休業期間に開催 

３ 対象及び参加人数 

 ・生徒指導担当教諭連絡協議会：中学校15校の生徒指導担当教諭 

 ・いじめのないまちづくり 子ども会議：中学校15校 

４ 取組の概要 

 ・生徒指導担当教諭連絡協議会：各学校の生徒指導担当教諭が集まり、いじめ等の問題行動等

の未然防止や情報交流を行い、対策を協議、長期休業期間前（年2回）は、小学校の生徒指

導担当教諭も参加し、研修と協議を実施 

 ・いじめのないまちづくり 子ども会議：各学校におけるいじめの未然防止の取組の紹介・意

見交流・協議を実施 

５ 成果や課題 

 ○いじめや問題行動等の未然防止について教員が情報を共有し、自校の児童生徒への効果的な

指導につなげることができた。 

○児童生徒の主体的な話合いにより、いじめの未然防止に向けた意識を高めることができた。 

  

 

 

生徒指導担当教諭連絡協議会の開催、「いじめのないまちづくり 子ども会議｣の開催 
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１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・学校訪問：9月12日（月）～29日（木） 

 ・学校適応指導教室：月～金曜日 

３ 対象及び参加人数 

 ・小・中学校15校 

４ 取組の概要 

 ・小・中学校の不登校児童生徒の状況について、北見市いじめ不登校コーディネーターと教育

専門相談員が、不登校児童生徒が在籍する小・中学校を訪問、校長等と解決策について協議 

 ・不登校児童生徒が学校適応指導教室に入級・自習の実施、集団生活への適応や登校復帰に向

けた適応指導教室専任指導員による継続的な支援 

５ 成果や課題 

 ○不登校児童生徒の解消や不登校の未然防止に向けて、効果的な協議を行うことができた。 

 ●適応指導教室に通う児童生徒への声掛けや保護者と丁寧な連携を図る必要がある。  

 

学校訪問の実施、学校適応指導教室の取組 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

北見市立端野小学校 
学級数：９学級 

児童数：217名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・11月22日（火） 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童217名、上仁頃小学校全校児童18名 

４ 取組の概要 

 ・仲よし会（児童会）を中心とした実行委員会を組織し、児童が主体的に運営 

・第３～６学年の各学級は、物づくりやゲームを楽しむことができるお店を出店 

 ・全校児童及び上仁頃小学校児童による異学年交流の実施 

５ 成果や課題 

 ○出店に向けて自主的・創造的に取り組むことにより、グループや学級における所属感や連帯 

感を深めることができた。 

 ○上仁頃小学校や異学年による交流を行い、積極的にコミュニケーションを図ることができた。 

 

 

「お祭り集会」の開催 

 

 

 

 

 



【様式１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・随時 

３ 対象及び参加人数 

 ・当該児童、保護者 

４ 取組の概要 

 ・不登校傾向にある児童及び保護者との懇談の実施、原因と改善策について協議 

５ 成果や課題 

 ○学校及び家庭から見た児童の様子や児童に対する願いなどを交流し、具体的な対応策につい 

て共通理解を図ることができた。 

 ●保護者との連携を十分に図り、児童の心身の状況を把握し、不登校の未然防止に向けた取組 

を充実させる必要がある。 

 

保護者・本人との懇談の実施 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

北見市立留辺蘂小学校 
学級数：８学級 

児童数：134名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・毎朝 

３ 対象及び参加人数 

 ・児童会三役、全校児童134名 

４ 取組の概要 

 ・児童会三役が毎朝、登校する児童に対して声掛けを実施 

 ・１日１つよいことをする取組の実施 

５ 成果や課題 

 ○進んで挨拶する意識を高めることができた。 

 ○１日１善運動に取り組んだことにより、よいことをしようとする意識を高めることができた。 

 ●取組が形骸化しないよう、工夫改善を図る必要がある。 

 

 

 

あいさつ運動、１日１善運動、ありがとう運動 

 

 

 

 

 



【様式１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・通年 

３ 対象及び参加人数 

 ・全学年 

４ 取組の概要 

 ・困り感をもつ児童への対応に向けて、担当教職員による委員会等を開催し、情報の共有に基

づき、当該児童の状況に応じた支援を検討 

５ 成果や課題 

 ○不登校傾向にある児童に対して、保健室や校長室、通級教室等を活用したことにより、不登 

校の未然防止に向けた支援体制の整備を図ることができた。 

 

 

支援体制の確立 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

北見市立温根湯小学校 
学級数：４学級 

児童数：42名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・年間を通じて、週２回程度 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童42名 

４ 取組の概要 

 ・異学年児童による交流の機会：休み時間に児童会役員が企画した集会を実施 

 ・交流後の振り返りの場面づくり：集会後に気付いたことや改善点等を交流 

 ・保育所との連携の機会：１日入学における幼児の世話活動の実施 

５ 成果や課題 

 ○児童会が中心となった取組を支援することにより、児童の主体性が育まれるとともに、互い

にやさしい言葉を掛け合うなど、仲間を思いやる心の育成や児童の居場所づくりにつなげる

ことができた。 

 ○集会後の振り返りの場面や児童会総会を行うことにより、取組のよさを再確認することがで 

きた。 

 ●児童による自己評価や相互評価の機会を設定するなど、互いの関係をよりよく築いていこう

とする意識を高める手立てを工夫する必要がある。 

 

「なかよしデー」の取組 

 

 

 

 

 



【様式１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・５月、11月、必要に応じて随時 

３ 対象及び参加人数 

 ・生徒指導担当教諭、養護教諭、学年担任、教頭（校長） 

４ 取組の概要 

 ・不登校やいじめ等の未然防止、早期発見・早期解決に向 

けた情報の共有、支援体制の確立 

 ・児童アンケートの実施と保護者、地域への情報公開 

 ・人権教室の実施（北見人権擁護委員との連携） 

５ 成果や課題 

 ○校内の不登校の未然防止に向けた体制を整備することができた。 

 ○アンケート結果の公開により、安心して過ごせる学校をアピールすることができた。 

 ○人権教室の実施は、いじめ・不登校の未然防止や他者への思いやりを育む機会とすることが

できた。 

いじめ防止等対策委員会の設置及び関係機関との連携 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

北見市立瑞穂小中学校 
学級数：４学級 

児童生徒数：12 名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・11月８日（火） 

３ 対象及び参加人数 

 ・小学生７名、中学生５名 

４ 取組の概要 

・「前向きに行動して楽しいと思える学校にしたい」という考えに基づき、全校テーマを「ス

マイル×∞」とし、前向きに行動できるよう、他者の意見を互いに尊重しながら意見交換を

実施 

５ 成果や課題 

 ○「前向きに行動して楽しい学校づくり」を全校児童生徒で確認したことにより、実践に向け

た意識をもたせることができた。 

○児童会書記局による「思いやり目撃情報」で集めた情報の校内掲示や、生活専門委員会によ

るポスターの作成など、具体的な活動へと発展させることができた。 

 

後期全校総会での討論 

 

 

 

 

 



【様式１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・毎月１～２回 

３ 対象及び参加人数 

 ・小学生７名、中学生５名 

４ 取組の概要 

 ・小・中学生が全校朝会前や業間の休み時間を利用して、保体専門委員会が企画した「ドッジ

ボール」や「鬼ごっこ」で交流 

５ 成果や課題 

 ○児童生徒会のリーダーシップが発揮されるとともに、上級生が下級生をリードすることがで

きた。 

○児童生徒に安心感が生まれ、児童生徒が互いに助け合う望ましい人間関係をつくる機会とす

ることができた。 

業間休みを利用した「プレイタイム」及び「エンジョイタイム」の実施 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

北見市立常呂小学校 
学級数：９学級 

児童数：132名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・11月 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童132名 

４ 取組の概要 

 ・朝の挨拶運動：毎朝、児童会役員が玄関ホールに立って挨拶運動を実施 

・「いじめをなくそう」「みんなでなかよく生活しよう」：児童会生活部を中心に月別目標を掲げ、 

呼び掛けを実施 

５ 成果や課題 

 ○朝の挨拶やゲームをすることによってコミュニケーションが図られ、相手を思いやる気持ち

を育むことができた。 

○期間を設定し、集中的に呼び掛けたことにより、挨拶をする意識を高めることができた。 

 

 

 

朝の挨拶運動、「いじめをなくそう」「みんなでなかよく生活しよう」 

 

 

 

 

 

 



【様式１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・11月25日（金）２～３校時 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童132名、幼児（常呂保育園・かもめ保育所年長児） 

４ 取組の概要 

 ・第３学年以上の児童が模擬店を用意し、全校児童による交流の実施 

・小学校に入学する幼児を招待し、第１・２学年児童による幼児の世話活動の実施 

５ 成果や課題 

 ○集会活動を通して、集団による活動の楽しさや規律を経験し、創造的・自主的に参加する態

度を育てることができた。 

○店を開くことで、お客さんを招くための手段や方法を考えるとともに、コミュニケーション

能力を育むことができた。 

○上級生が下級生、下級生は幼児の世話をすることにより、異学年の交流を深めるとともに、

相手を思いやる気持ちを育てることができた。 

 

  

 

 

全校お楽しみ集会 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

北見市立錦水小学校 
学級数：４学級 

児童数：24名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・全校集団遊び：通年 

・あいさつ運動：週に２日 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童24名 

４ 取組の概要 

 ・全校集団遊び：児童会三役が中心となり、集団遊びを企画・運営 

・あいさつ運動：朝、児童会役員が校門に立ち、挨拶運動を実施 

５ 成果や課題 

 ○学年を超えて活動することにより、全校児童と触れ合うことができ、高学年はリーダーシッ 

プを発揮することができた。 

○全校児童が元気な挨拶ができるようになった。 

 

 

全校集団遊び、あいさつ運動 

 

 

 

 

 



【様式１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・12月 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童24名、保護者 

４ 取組の概要 

 ・カーリングを通じた親子の触れ合い・対話の機会 

５ 成果や課題 

 ○カーリング教室を実施したことにより、親子のコミュニケーションが深まり、友人関係や学

校での様子を保護者に周知することができた。 

 

 

親子カーリング教室 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

北見市立川沿小学校 
学級数：４学級 

児童数：19名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・10月３日（月）～11月30日（水） 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童19名、全教職員９名 

４ 取組の概要 

 ・全校朝会、登校の時間帯、学校の始業前の時間を利用して、児童会が中心となり、あいさつ 

運動を実施 

５ 成果や課題 

 ○あいさつ運動を通して、思いやりの心や仲間意識を育むことができた。 

 

「あいさつ運動」の実施 

 

 

 

 

 



【様式１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・通年 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童19名、全教職員９名 

４ 取組の概要 

 ・全校での活動として、縦割り班による給食の準備、片付け、会食を実施 

・学級で週に一度、「楽しく食べよう日」を実施 

・休み時間を利用して、高学年が中心となり、低・中学年と仲よく遊ぶ活動を実施 

５ 成果や課題 

 ○異学年で給食を食べたり、遊んだりすることによって、人間関係を築く力を高め、思いやり 

の心や仲間意識を育むことができた。 

 

「全校給食ならびに楽しく食べよう日、遊び」の実施 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

北見市立中央小学校 
学級数：17学級 

児童数：319名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・11月～３月 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童319名 

４ 取組の概要 

 ・後期児童総会の中で、書記局・代表委員会が「笑顔で支え合い、協力しよう。」という目標を 

立て、目標の達成に向けて、異学年によるふれあい活動、冬休み作品展、資源どっさり大作 

戦等の活動を計画 

・ふれあい活動においては、第１、６学年、第２、５学年、第３、４学年がペアを組み、校地 

内の落ち葉拾いを実施 

５ 成果や課題 

 ○異学年の交流活動を通して、上級生が下級生に手本を示し、積極的に活動に取り組むことが 

できた。また、その姿を見た下級生も積極的に活動に取り組むことができた。 

 

 

 

児童会活動（書記局・代表委員会） 

 

 

 

 

 



【様式１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

北見市立東小学校 
学級数：14学級 

児童数：281名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・あいさつ運動（10、11月）、児童会集会（11月） 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童281名 

４ 取組の概要 

 ・児童会運営委員による朝のあいさつ運動GYE（元気・やさしさ・笑顔）の実施 

・児童会集会は、「ドリブルリレー」を第１、６学年、第２、５学年、第３、４学年を組み合わ 

せたチームを編成し、学年・学級の枠を超えて実施 

５ 成果や課題 

 ○挨拶することの大切さを理解し、挨拶への意識を高めることができた。 

○児童会役員や運営委員は、どうすればもっと挨拶ができるようになるかという課題意識をも 

ち、自主的な取組につなげることができた。 

 ○集会などの交流によって、休み時間において、学年の枠を超えた交流を図ることができた。 

 

あいさつ運動（GYE）、全校遊び集会 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

北見市立西小学校 
学級数：18学級 

児童数：335名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・12月１日（木）～3月 31日（金） 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童 335名 

４ 取組の概要 

 ・各学級で話し合った合い言葉を児童会生活委員会が集約・決定 

 ・定期的に児童会生活委員会が合い言葉の呼び掛けを実施 

 ・誰もがいつでも見えるように合い言葉を掲示 

５ 成果や課題 

 ○いじめは絶対許されないことを学級活動で確認し、指導することができた。 

 ○いじめについて児童が主体的に考えることができた。 

 

いじめをなくそう運動 

 

 

 

 

 



【様式１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・年間2回 

３ 対象及び参加人数 

 ・対象児童 

４ 取組の概要 

 ・不登校報告書により不登校の状況について情報の共有、よりよい解決方法の検討 

５ 成果や課題 

 ○不登校の状況について客観的に情報を共有することができた。 

 ○不登校の解消に向けた取組の相談や関係機関との連携を図ることができた。 

 

 

 

不登校等に係る教育委員会の学校訪問 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

北見市立南小学校 
学級数：21学級 

児童数：524名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・10月1日（土）から10月31日（月） 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童524名、全教職員 

４ 取組の概要 

 ・学校経営方針の具体的な取組「ことば大切運動」の一環として、10月の生活目標「あたたか

い心をもとう」の下、児童会が中心となった「あいさつ運動」の実施 

５ 成果や課題 

 ○元気な挨拶を交わすことにより、児童の笑顔が多く見られるようになった。 

 ○言葉を大切にすることを意識させることにより、望ましい人間関係を構築することができた。 

 

ふやそうポカポカことば なくそうトゲトゲことば 

 

 



【様式１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・10月19日（水）～10月28日（金） 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童524名 

４ 取組の概要 

 ・学芸会の児童観覧日に、他学年の発表のよさをメッセージとして書き、学年ごとに集約して

掲示 

５ 成果や課題 

 ○学芸会の児童観覧日において、目的をもって観覧するようになり、観覧態度の改善を図るこ

とができた。 

○各学年の発表のよさを見付けることができた。 

○よさを伝え合うことで、学級や学年間で新たな人間関係を構築することができた。 

よさを伝え合おう 

 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・川東学園：11月17日（木） 

・ニチイケアセンター：11月２日（水）、14日（月）、15日（火） 

 ・太陽保育園：11月15日（火） 

３ 対象及び参加人数 

 ・川東学園：15名、ニチイケアセンター：100名、太陽保育園：34名 

４ 取組の概要 

 ・障がい者との交流に向けた事前の計画・準備 

 ・高齢者介護の体験の企画・実施 

 ・幼児との交流に向けた事前の計画・準備 

５ 成果や課題 

 ○初めは緊張や遠慮があり、進んで行動することができなかった児童が、交流を通して積極的

に相手と関わることができた。 

○障がい者や高齢者を尊重する態度を養うことができた。 

○相手を思いやることがいじめ根絶につながることを学ぶことができた。 

 

 

交流学習（川東学園との交流）、介護施設訪問、近隣の保育園訪問 

 

 

 

 



【様式１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・通年 

３ 対象及び参加人数 

 ・全教職員31名 

４ 取組の概要 

 ・全職員による不登校診断チェックシートの活用 

・毎月の職員会議で、結果について情報の交換 

・生徒指導に関する報告のフォルダの共有、対象となる児童について、全職員が情報を共有 

５ 成果や課題 

 ○全教職員が情報を共有することで、不登校児童が登校した際に、共通理解を図りながら接す

ることができた。 

○教育委員会等の関係機関と情報を共有しながら対応を図ることができた。 

 

不登校傾向診断チェックシートの活用 

 

 

 

 

 

  

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

北見市立北小学校 
学級数：21学級 

児童数：406名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・11月18日（金） 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童406名 

４ 取組の概要 

 ・児童会三役の企画・運営による他学年との交流を深めることを目的とした「給食交流会」の 

取組 

・給食の時間に各学級の半数の児童が異学年の学級を訪問し、一緒に給食を食べて交流 

５ 成果や課題 

 ○異年齢の児童が関わる場面を設定することにより、思いやりの気持ちや相手に対する肯定的 

な感情を育むことができた。 

●支持的で温かい雰囲気や良好な人間関係を築くために、児童の主体的な取組を積極的に推進

する必要がある。 

 

 

児童会「給食交流会」 

 

 

 

 

 



【様式１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・12月 

３ 対象及び参加人数 

 ・第４学年児童69名 

４ 取組の概要 

 ・Ｑ・Ｕを実施し、学級全体や児童の実態を把握 

・児童同士の良好な人間関係の構築に向けて、構成的グループエンカウンターを実施 

５ 成果や課題 

 ○友達のことを理解し、よいところに目を向けることができるようになった。 

○学年・学級全体の温かい雰囲気が醸成され、よりよい人間関係づくりを促進することができ 

た。 

 

 

コミュニケーション能力を高める取組の推進 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

北見市立小泉小学校 
学級数：24学級 

児童数：599名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・交通安全運動：10月17日（月）、19日（水）、21日（金） 

・兄弟集会：11月14日（月）、16日（水）、18日（金） 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童599名 

４ 取組の概要 

 ・交通安全運動：朝、２か所の校門前に代表委員が立ち、挨拶・交通安全の呼び掛け 

 ・兄弟集会：第１・６学年、第２・５学年、第３・４学年が中休みに、遊びを通して交流 

５ 成果や課題 

 ○児童が相互に挨拶を交わすなど、挨拶に対する意識を高めることができた。 

 ○異学年との交流を意図的に設定したことにより、学校生活をよりよくすることへの意識を高 

めることができた。 

  

 

 

 

交通安全運動、兄弟集会 

 

 

 

 

 



【様式１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・10月～11月14日（月） 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童599名 

４ 取組の概要 

 ・いじめアンケートの結果から、個別に面談を実施、相談への対応 

５ 成果や課題 

 ○個別相談を通して児童の状況について把握することができた。 

○いじめについて児童の理解を深めることにより、いじめの未然防止や早期発見につなげるこ 

とができた。 

 ○関係機関との連携を図りながら家庭訪問等を行い、各種相談に応じることができた。 

 

 

 

いじめアンケートに基づく個別相談の充実 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

北見市立三輪小学校 
学級数：19学級 

児童数：517名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・11月２日（水）～11月７日（月） 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童517名 

４ 取組の概要 

 ・「どさんこ☆子ども全道サミット」に参加した児童が、会議で採択されたスローガンを全校朝

会や児童会便りで全校児童に周知、「あいさつ運動」に結び付けて活動を実施 

５ 成果や課題 

 ○あいさつ運動を通して、交流の機会を増やすとともに、コミュニュケーションを図り、相手

の気持ちを理解することの大切さなどを実感することができた。 

 ●学年や学級単位で継続して具体的な実践ができるように、児童会が中心となった取組を推進

する必要がある。 

 

 

 

「どさんこ☆子ども全道サミット」の成果の還元、あいさつ運動 

 

 

 

 

 



【様式１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・11月８日（火）、11月９日（水）、11月15日（火）、11月21日（月）  

３ 対象及び参加人数 

 ・保護者92名 

４ 取組の概要 

 ・学年別の参観日において、第１、３、４学年が道徳の時間を公開 

・初任段階教員研修において、第２学年が道徳の時間を他校の教職員に公開 

５ 成果や課題 

 ○児童は、一人一人の価値観の違いや仲間と過ごすことのよさについて学ぶことができた。 

○道徳の時間を保護者や他校の教職員に公開し、学校の取組について理解を図ることができた。 

 ○初任段階教員に対して、基本的な指導の方法や教材化等について、直接的に指導するととも

に、道徳の時間における課題を共有し、解決に向けた方策を協議することができた。 

 

 

参観日における道徳の時間の授業公開、外部への道徳の時間の授業公開 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

北見市立高栄小学校 
学級数：７学級 

児童数：209名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・10月13日（木）～10月28日（金） 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童209名 

４ 取組の概要 

・相手を嫌な気持ちにする言葉を減らし、嬉しくなるような言葉を増やすための呼び掛け、児 

童会役員による話合い 

・各学年の道徳の時間において、「言われてうれしかった言葉」「言われて傷ついた言葉」につ 

いて、発達の段階に応じて授業を実施 

・児童会役員が全校朝会、昼の放送等で呼び掛け 

・各学級委員長が児童会の呼び掛けを受け、各学級で呼び掛け、行動の振り返り 

５ 成果や課題 

○相手に言われて「うれしい言葉」「いやな言葉」を意識することにより、児童間のトラブルを 

減らすことができた。 

○児童会が主体となって呼び掛けることで、高学年が、主体的に考えることができた。 

 

児童会が中心となった「わくわく言葉」「ちくちく言葉」の呼び掛け 

 

 

 

 

 


